
佐賀市水対策市民会議 令和７年８月６日

１ 近年の浸水状況
２ 佐賀市の地形特性と浸水軽減対策
３ 河川清掃活動による効果

 
資料６ 



◎ 佐賀市の河川清掃活動について

毎年、春、秋に市民主体の河川清掃活動「川を愛する週間」を実施

きれいになった川を水遊び場に活用



JR佐賀駅前

令和3年8月14日令和元年8月28日

通常時

１-１ ＪＲ佐賀駅前の浸水状況



１-２ 主要な出水時の雨量

※令和元年８月豪雨の1時間最大雨量は、佐賀観測所史上最大を記録。
※令和３年８月豪雨は1週間降り続き、例年の半年分の雨量に相当。
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１-３ 雨量の目安

令和元年8月豪雨
110㎜/ｈ

令和５年７月豪雨
61㎜/ｈ



佐賀駅北側の道路

１-４ 市内中心部の浸水状況①

佐賀駅構内

令和元年８月

令和元年８月



１-４ 市内の浸水状況②

市役所西側

令和元年８月

令和元年８月

佐賀江川（江上付近）



１-５ 市内平野部の浸水状況

浸水実績図（令和元年8月）

ぐるっとさがナビ

〇佐賀駅

〇佐賀県庁

●84㎝：勧興小前



干満差の大きい有明海と脊振山地に囲まれた低平地

低平地の中央部に位置し、排水不良を起こしやすい土地

〔満潮位より低い土地〕 〔河川水位より低い土地〕

２-１ 地形特性

佐賀市街 脊振山地

有明海

南 北

有明海

佐賀市街地 脊振山地



大雨の降る時間帯によって流したくても流せない

２-２ 地形特性

蒲田津排水機場

石塚雨水ポンプ場

新川排水機場

八田江排水機場

八田ポンプ場

厘外ポンプ場

地蔵川排水機場 Ｐ
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・・・潮の遡上
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・・・潮汐の影響範囲



街なかは、総延長２０００ｋｍに及ぶ水路やクリークが
網の目状に配置

２-３ 地形特性

水辺のある日常の風景が市民の心の安らぎと潤いを



・内水氾濫とは

川の水が堤防から溢れる、あるいはそれによって川の堤防が破堤した場合等に起
こる洪水。

・外水氾濫とは

市街地に降った雨が雨水処理能力を超える、あるいは川が溢れかかっていてポ
ンプで捨てられないということで水が溢れる状況。

２-４ 氾濫の種類



２-５ 氾濫の起こる仕組み



施設の適切な操作

２-６ 大雨時の水防活動①

※施設の遠隔操作、水位状況、気象状況の確認

危機管理室（水防室）での活動状況



平常時 大雨時

施設の適切な操作

２-７ 大雨時の水防活動②

※市街地の水を早めに下流河川へ排水



平常時 大雨時

施設の適切な操作

２-８ 大雨時の水防活動③

※多布施川からの市街地への取水を停止



浸水標尺

【浸水標尺】
 広範にわたる浸水状況（浸水箇所・浸水深・浸水範囲）を定量的に把握する手段として、浸水標尺を導入。
 浸水標尺は市内平野部の浸水常襲地区に設置。
 設置している９２箇所のうち２９箇所を自動計測化して、浸水状況をリアルタイムに把握。
⇒ 浸水状況をリアルタイムに把握し、道路通行止めや現地パトロールなど迅速な水防活動に活用している。

 内水ハザードマップに自動計測化浸水標尺のデータを反映。（令和元年８月豪雨実績）

２-９ 防災情報の提供「浸水標尺」

浸水標尺設置位置図（市内中心部）

自動計測化浸水標尺

浸水標尺が浸水した状態

公園入口に設置

●：自動計測化浸水標尺

●：浸水標尺



【浸水情報提供システム】
 市民の迅速な避難行動に役立ててもらうため、浸水情報をリアルタイムにホームページで公開している。
（令和4年4月25日運用開始）

 浸水情報は自動計測化した29か所の浸水標尺観測データを基に推定、10分毎に更新している。
 浸水した深さを青色の濃淡で表現し、浸水状況を視覚的に把握することができる。

２-１０ 防災情報の提供「浸水情報提供システム」①

浸水発生

拡大

・青の濃淡で浸水状況を表示

・浸水箇所をクリックすると浸水深を表示



【浸水情報提供システム】
 くらしに役立つ、便利で快適なサービスを届けるため『スーパーアプリ』を公開する。
（令和5年4月公開）
 災害・防災情報として浸水情報も提供する。
 浸水情報提供システムにアクセスしやすくなる。

２-１１ 防災情報の提供「浸水情報提供システム」②

市民の皆さんの浸水情報の活用も進んでいる。

■１時間最大アクセス件数

令和４年度 令和５年度

約１０倍 4,283件

436件

スーパーアプリの効果もあって、アクセス数が大幅に増加。

今後もアクセス数が増えることを想定して、さらにシステムに改良していく。

20××/××/×× ×：×



３-１ 河川清掃活動による効果

河川清掃による浚渫土：約2,000m3/年

浚渫改良土置場

職員河川清掃の様子市民河川清掃の様子

※企業等パートナー制度の導入：市全体で57社

企業参加の様子



３-２ 河川清掃活動による効果

水草が流れをとめ、ごみや土砂の堆積を招くことにもつながります。

清掃前 清掃後

水草を除去することで流れがスムーズに


